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民
の
鳳
.
の
雰

の
ガ

藷

二
憲

を

い
言

塞

け
れ
こ
い
働

翫

べ
慰

の
忍

ゐ
・
界

+
二
塗

+
三
呈

は

弊

な
る
割
合
で
髪

、蕎

薪

か
ゐ
襲

を

馨

ろ
、・
ご
幕

命

セ

亀

癬
・
苦

毒

蚕

齢

図
富
の
建

覆

れ
毒

咽

記

泊
白
及
ス
偶
の
泊
油
圏
租
税
あ
儲
雑
及
潟
避
、達

ギ
必
然
律
ふ
所
ρ
福
倒
ε
験

巴
.に
諸
刃
て
脅
か
遷
れ
且
つ
制
限
ぜ
う
れ
る
、守

洩
な
る
意
ひ
.

.

.

.

.塵

。
履

長

槍

続
け
て
牟
ふ
の
に
、
些

割
醒

慨
奨

・
霧

嘩

、
此
例
・
讐

竃

祭

院
・
要
求
・
行
真

盛

・

,

、
.助
は
猫
大
人
の
+
分

一,聾

厨
家
ミ
霞

あ

税
を
含
ん
だ
こ
幕

無
観
し
た
.む
∵
.

、
画
准
霧

陰

軌
碧

羅

上
期
ぐ
釜

ざ
寒

か
ら
ざ
る
欝

な

根
馨

つ
.で審

つ
、薩

急

な
誓

ぐ
む
し
豊
㊨
悪

善

湧

繍

・
濃

髪

.
藩

b
滅
欝

混

誰

耀

身

上
、
商

運

蟻

壁

・
、心
嬉
見
た
め
起
止
ま
る
℃
階̀
…ふ
て
此
の
如
き
隷
準
は
事
情
が
嬰
催
能
れ
賊
勢
淋
.藪
字
を
攣
更
↓
な
メ
て
は
な
ち
ぬ

、

覧

f

、
.

`

/

「
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15)
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.

'

F

ド

こ
ε
で
あ
り
、
乏

を
以
て
姐
何
尽
る
時
如
何
な
る
虚

に
も
適
用
す
る
こ
ε
は
出
來
な

い
。
例
之
同

一
視
で
も
其
牧

人
与

国
塚
の
落

す
る
万
難

曾

磐

ぼ

、
食

に
於
垂

ゑ

乱

潜

、
堪
え
撃

も
至

。
天
人

ロ

嘱
の
畿

療
導

必
・
碧

ε
否
ご
、
彼
箭

魏

努
君

密

讐

ξ
厘

、
欝

の
傘

看

ε
、
婆

嘘

否
ご
、
.燗
務

の
公
卒
ざ
否
ε
等
に
よ
b
て
も
、
人
々
の
堪
え
る
度
合

に
相
違
を
生
す
る
。
故
に
斯
が
る
数
字
的
標

,

準
は
明
快
で
竃

・
箕

き

ふ
長
所
奢

つ
が
、
掌

・
も
信
撃

鳶

足
享
.
・

い
譲

黙
を
導

・
を

O

得

譲

コ
.

・
.

L
.
.
.
.
.

、
.

正儀

固
た
・
根
唇

基
き
姦

字
的
葦

を
指
示
す
る
學
誘
.

・
.

.

」

　
　
　

ラ

俳
所
得
の
宇
額
を
以
て
標
準
ε
す
る
の
読
了

曾
比
臓
伊
太
利
の
マ
ッ
ッ
オ
ーフ
の
誘
で
あ
っ
て
、
人
民
の
鞍
利

行
動
毒

見
ぺ
高

運

聚

の
貢
献
が
あ
・
か
ら
、
器

義

・
所
得
は
之
を
悪

し
・
其
穿

は
親

`
し

ラ
ラ

,て
給
付
す
る
も
可
で
あ

る
。
此
半
分
ま
で
は
取
.つ
て
も
一異
い
ε
.い
ふ
の
で
あ
る
(註
=
)
。
ろ
ユ
此
説
に
は
如
何
篤

く
く

も
或
確
な

る
根
撮
が
あ
る
、

理
論
上
或
眞
理
を
有

ρ
。
私
も
各
人
は
其
瞥
利
行
動
に
つ
き
厨
家
盈
共
の
共
力
を
認

め
"
随
ふ
て
各
人
の
所
得
の
半
分
は
之
を
国
家
公
共
に
給
付
す

べ
き
も
の
ε
思
ふ
.。
元
來
肚
會
生
活

に
於
て
瞥
利

を
駕
す
者
が
其
藁

霜

旦
.
人
の
も
の
恵

み

が
間
違
で
あ
っ
て
、
斯
の
如
く
共
切
を
基
馨

し
て
論

ず
暫

る
.譲

正
環

妻

、
顎

藷

・
讃

す
る
・、
・
経

塞

活
斎

謹

ち
し
む
る
屑

篭

誉

。
.毛

て
何
故
ヒ
半

身
ざ
.い
ふ
か
ε
い

へ
ば
、
此
は
二
の
力
の
共
同
に
成
る
ε
い
ふ
て
、
面
か
も
其
双
方
の
カ

の
割

合
の

論

説
.

租
税
の
限
凌
に
就
き
ズ
(
ご

第
十

一
巻
-
.(
第

一
號

一
七
)
.

一
七

.

9
.

、.

,

.

」

一一.. _.L一...一L



,

、

`

.

∫

.

「

「

」

、

論

説
,

租
税
の
限
庶

に
就
き
て
〔
一
)
.

粛
十

一
.巻

(笛
世

號

一
八
Y

一
八

.

.

ロ

ラ

指
示
七
難

き
以
上
鳳
、
謝
等
雫

分
`
見
智
よ
b
外
な
し
ぜ
の
趣
旨
に
出
つ
る
。
併

し
2
此
説

の
實
行
に
は
若
干
の

ド
(

困
難
が
あ

る
。
其
は
此
説
分
解
繹
の
仕
様

に
よ
り
て
拡
、
'各
人
の
所
得

の
芋
分
は
必
ず
視
注
七
て
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
孤
ε
も
取
れ
る
。
然
る
ε
き
鳳
國
家
業
て
確
固
乾
る
必
要
も
な
き
に
無
用
な
る
.税
を
取
る

こ
ξ
に
な
る
恐
が

あ
も
つ
叉
場
合
某
よ
り
例
之
大
戦
璽

の
如
き
場
合
に
砿
所
得
の
孚
努
ε
限
定
.さ
れ
て
は
囲
み
つ
孚
身

以
上
取
れ
の

、
.ε

¢

つ
て
は
困
る
亡
い
ふ
ご
ε
も
あ
・る
。
尤
も
此
等
の
非
難
は
夫
の
宇
勇
の
所
得
ぜ
い
ふ
の
を
最
高
限
ε
駕

し
旦
.

ゐ
之
を
正
常
塒
の
.標
準

ξ
爲
せ
ば
見

る
、
を
得
乃
。
併
し
更
に
今

一
の
非
難

は
實
際
之
を
破

る
こ
ε
が
出
来
悪
い

魯
ち
富
者
の
虚
で
は
所
得
の
半
分
出

し
て
も
堪
え
ら
れ
な
い
・、
か
は
取
.瀞
が
?
貧
民
の
健
で
所
得
の
宇
勢
も
取
る
.

こ
`
鳳
到
底
彼
等

の
生
存
を
危
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
風
な
る
駐

=
一)。
随
ふ
て
此
黙
か
ら
し
て
實
行
難
ε

い
ふ

ご
歪

奮

。
加
之
富
者
に
つ
き
て
も
験
時
非
常
の
導

で
?

し
喬

且
つ
所
得
の
半
分
叢

る
こ
系

、
少

・之

ε
毛
今
日
の
實
際
に
於
て
故
障
な
く
行
ひ
得
る
や
に
疑
が
あ
る
。
何
れ
に
ぜ
よ
此
説
は
理
想

ご
し
て
は
敬

重
す

聯

　

「べ
き
、
の
が
玄

が
、
併

し
貴
行
す

べ
藻

準
毛

て
蟻

問
。
畢

.。
。
.
、

&

.讐
唯齢
麟

難

蘇

"動瓢
難

麺
羅

雛
繊雛

難
灘
.
細

蟹

董

建

の
爲
・
・
方
便
・
棄

蕃

鰻

窃

散
に
、
地
塁

財
に
段

間
讃

な
乏

に
舞

で
・
り
、
随
・
三

・
財
の
藩

臣
同

席

一、で

な
く
て
は
な
ら

均
。
此
瓜
噂
し
て
国
民
が
必
要
の
場
合
に
於
て
、
其
所
得
の
他
年
な
享

樂
ず

る
厨
め
に
、
.其

一
.唯
旭
渡
さ
如
く
て
は

な
ら
沿

V

:

こ
ミ

な
る
{

・
讐

些
く
な
要
求
し
六
も
の
で
は

η
い
セ

い
ふ
こ
達
に
起

ろ
ε
。
.

埆

・

「
'



`

風

イ

'

コ

ら

　
　

ゆ

(註

=

一
リ

ブ
す
ツ
ケ
も

之
々
評
し
て
、
此
が
小
な
る
所
得

ド
に
不
可
能
な

る
標
撃

・
な
み
で
め
ら
　
`
い
ふ
て
居

ろ
。

　

じ

う

爵

際
霧

響

以
て
肇

与

る
の
読
「

の
義

瞳
私
が
拙
著

鑑

強

襲

し
た
読
で
、
要
す
・
に

く
　

セ

く

じ

コ

リ

ら

各
国

の
岱

現
員

盤
を
見
、
其

の
國
民
所
得

に
撤
す

昏
租

税

(全
膿

ご
し

て
叉
は
各

視

ε
し
て
)
の
射
合

を
調

べ
て
、其

叢

率
を
蔓

ざ
ら
ん
・
姦

計
・
べ
し
三

猿
の
で
宏

。
寒
雷

は
国
際
蕃

場
裡
揺

動
す
る
提

ε
し

て
は
他
國
よ
b
も
過
重
な
る
税
を
有

つ
こ
ε
は
、
其
國
の
地
位
を
危
う
C
す

る
己
い
ふ
に
在

る
。
・
而
し
て
之
を
見

る
に
っ
き
て
輩
純
な
る
数
字
に
.依
ら
す
、
各
国
の
政
治
、
財
政
.・
郷
濟
及
道
義
状
態
を
も
斟
酌
す

べ
き
9
ご
を
注

意
し
た
所
で
あ
る
。
ろ
私
は
租
税
限
度
の
敷
学
的
標
準
ε
し

て
は
、
今
も
侮
ほ
之
を
穏
當
ご
.思

っ
て
屈
む
。勿
論
其

く

意
味

は
必
ず
此
季
均
牽

だ
け
臨

み
ε
い
ふ
の
で
な
く
、
取
る
必
要
あ
れ
ば
此
迄
は
取

っ
て
も
頁

い
己
い
ふ
に
止
ま

.

心
す

又
此
は

】
の
正
常
時
の
標
準
で
め
つ
て
瓢非
常
め
場
合

に
之
を
超
ゆ
る
は
戴
も
妨
げ
な
い
。
黒
塗
膣
の
税

に
つ
「

き
て
も
各
書

つ
き
て
芝

を
認
む
る
・
ざ
青

る
.が
、
.各
税
の
場
食

味

塗
椀
に
つ
}

援

程
力
裾
ぐ
な

一
・即
ち
此
標
準
は
む
し
ろ
全
艦
の
視
か
ら
見
た
も

の
で
.
各
椀
か
ら
恥
き

画

の
税
が
孕
均
牽
を
超
幻
て
も
他

視
の
輕

い
の
で
埋
合
せ
を
得
る
ε
い
ふ
こ
ε
が
あ
り
得

る
。
.街
又
庇
数
字
的
糠
…準
・の
み
"
依
ら
す
、、
特
に
次
の
第

ル

ラ

.

二
段
で
い
ふ
が
如
き
標
準
を
併
せ
考
慮
す

る
こ
ε
も
が

一
層
適
切
で
あ
惹
9
前

の
三
の
A
説
の
如
き
で
ム

る
己
、

(

(
.

各
人
の
.所
得
.の
半
身
は
當
然
政
府
に
出
す

べ
き
も

の
ざ

い
ふ
確
置
た
る
数
字
が
示
さ
れ
、
不
.可
動
的
の
も
の
ご
な

コる
が
、
・此
國
擦

半
均
傘

に
依

み
場
合

に
は
、
「
.さ
う

不
可
動
め
も

の
で
な

い
か
ら

、
阿

]
牽

に
て
も
負
播

に
難
易
を

論

説
.
、
私
選

曝
唇

離
.茎

二

v

第
+
一
巻

、(第
.「號

一
九
)

冗
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〆

「

.

論

r説

.

租
麗

の
限
度

瀞
働

き
て

(
[)
.
.
.

第

十

一
.巻

《
第

自
薦

二
〇
}
.

二
Q

生
す
げる
動
機
を
考
慮
す
る
・
嘉

適
當
蓄

ふ
ご
謎

な
る
・
そ
れ
か
ら
全

つ
注
意
を
要
す
る
.昂と

は
・
.雛

コに

い
ふ
ド旨
ご
は
⊥
ハ
つ
か
し
い
け
れ
ご
ピ
、
箇

人
に
て
も
貧
乏
人
ε
富
者

`
で
.拡
所
得
め

}
.定
割

を
取

る
こ
ピ
"
依

.

・わ
て
集

る
苦
痛
の
凌
食

異
る
の
高

し
一
、
富
國
養

國
毛

は
纂

の
度
合
が
臭
気

随
ふ
て
特
に
貧
國

・
攣

均
餐

・
も
少
・
低
・
警

邏

を
置
～

い垂

垂
嘗

い
ふ
こ
ξ

あ
る
・
蔑

だ
か
ら
.5

.ふ
奉

職

肇

よ
筈

商
い
害

馨

を
撃

に
笈

ば
な
か
ら
畠

砦

も
・
.「:

」

㌧

卿
.

)

'

r

」

'
.

㎜

・

ラ

.

に
絶
叢

蕪

。
望

肇

与

る
の
説
斗

院

・
て
書

・
誓

・
い
で
墾

藩

老

吸
入
の
漸
減
す

曲
、

、
蓋

砦

。
が
、
遂
に
薫

に
達
す
る
己
斐

,
は
鋸

的
の
み
。
・
露

欝

…

入
が
減
退
す
る
.其
.

融

然
以
上

艦
は
増
摩

す

べ
か
ら
す

ぜ

い
ふ
見
方

が
あ
、ゐ
(註

一
三
}。
紛

此

は
確

か
に
あ

る
o
・勿
論
其

は
絶

…封
的
.の
限
度

翫

濡

っ
て
、
程

・
・
財
藩

奮

ば
凡
ぺ
・
奪

・
d
・
・
塁

壁

實
際
髭

・
駕

近

、撫

く
ま
で
視
を
取
ヶ
鑑
す

こ
ε
は
通
例
は
起
ち
な

い
っ

「
の
注
意
す

べ
き
標
準
で
は
め
る
が
、
實

際
の
適
凧
は
少

い

・
岨
.
.

二
4
続墾駕
舞
雑
軽
惇
パ細叙藤
縮
縫
畿
鶴
鷺
鞭
羅鍵
蘇
鰭
羅
齢
補

雛

霰

擁

露

無

難

醜離

縁
雛

嬉

秘

ろ特功如…
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.吻
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娠

ド

.

P

、r

.

.

.

.

/

「


